
メンテナンス低減のためのゴム・樹脂系材料
材料技術研究部

【概要】
ゴム・樹脂系材料の持つ軽量・柔軟であることや防水性等、金属や無機系材料にない

ユニークな特性を活かして、鉄道のメンテナンス低減に資する材料の研究開発を進めて
います。

鉄道のメンテナンス低減に寄与する
ゴム・樹脂系材料の開発

小間隙補修材料

【主な材料のご紹介】
 シンプル防水シート：地下鉄道の駅部や開削トンネル等地下水系以下で建設される構

造物において、コンクリート駆体外部に敷設する際に駆体に接着して内部への漏水を
防止するシートです。

 防草シート：降雨等による盛土の耐力低下の抑制や除草作業のメンテナンスフリーを
目指して盛土斜面に敷設するシートです。鉄道車両に使用されていた床材をリサイク
ルして作製したシートも開発しています。

 バラスト飛散防止ネット：バラスト上に敷設してその飛散を防止するネットです。
 小間隙補修材料：流動性と速乾性に富み、小間隙の微細な欠損も補修できるコンク

リート補修材料です。
 繊維補強アスファルト：繊維や微細ゴムを配合して強度と柔軟性を向上させたアス

ファルトで、コンクリート敷地や舗装道路の補修などに用いられています。
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防水シートの構成 防水シートの施工状況例

開発材料により補修する

繊維強化アスファルトの施工状況例

設計の合理化
構造物技術研究部

【概要】
各種構造物の設計や維持管理を行う上で参考となる鉄道構造物等設計標準および鉄道

構造物等維持管理標準の改訂を行い、これらの標準と対応した調査、実験、解析等に基
づき、合理的な設計に関する技術を提案しています。
【特徴】
 新技術の導入に伴う設計の合理化を支援します。
 新構造形式の力学挙動を解明し、合理的な設計に向けた評価を支援します。

安全性・信頼性の高い構造物設計

コンクリート構造物性能照査支援ツールの例

（財）鉄道総合技術研究所 編

線路上空建築物（低層）

構造設計標準

2009

社団法人 鉄道建築協会

線路を跨ぐ重要構造物
地中梁なし

1柱‐1杭基礎

鉄骨造

線路上空建築物の構造設計支援
（鉄道総研が編集した線路上空建築物（低層）構造設計標準）

載荷試験による
性能評価支援の例
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鉄道構造物に係わる技術指導
構造物技術研究部

【概要】
老朽化した鉄道構造物の維持管理に必要な構造物の種類に応じた調査法や、調査結果

に基づく健全度診断技術を提供します。また、耐荷力の向上や変状の修復に向けたリ
ニューアル技術を提案しています。
【特徴】
 現場での運用を重視した調査手法により、検査業務の効率化、高精度化を支援しま

す。
 各種試験装置や解析ツールにより、鉄道構造物の維持管理に関するさまざまな課題に

対応します。

構造物の維持管理に関するさまざまな課題を解決

＜トンネル覆工対策効果の検証＞
この装置では、RC、FRC、セグメント、

ブロック積みなどの様々な材料のコンクリ
ート覆工や、巻厚不足などの構造欠陥を持
つ覆工について、鉛直圧、偏圧、塑性圧な
ど様々な方向からの外力に対する変形挙動
を再現することができます。縮尺は1/5と
大きく、実際のトンネルに近い実験が可能
となります。

＜橋梁下部工の健全度診断＞
橋梁下部工およびラーメン高架橋の健全

度を、打撃により生じる固有振動数を測
定することにより、現場で診断すること
ができます。

システム本体
無線センサ（８台まで接続可能）

鉄道構造物の設計プログラム
構造物技術研究部

【概要】
本設計プログラムは、「鉄道構造物等設計標準・同解説」に準拠した多数のプログラ

ムから構成され、「レベル２地震時」を含めた様々な作用ケースに対応しています。鉄
道の橋梁・高架橋および開削トンネルの設計を行うことができます。
【特徴】
 鉄道構造物等設計標準との整合が図られています。
 プログラムの最適化を図っており、設計の現場における様々なニーズに応えます。

最新の設計標準に準拠した設計を可能に

プログラム例
（JRSNAP 静的非線形解析）

JRSNAPを中心とする耐震設計プログラムパッケージ
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鉄道構造物に係わる技術指導
構造物技術研究部
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バラスト軌道の設計プログラム
軌道技術研究部

【概要】
平成23年12月に国土交通省より通達された「鉄道構造物等設計標準（軌道構

造）」に基づいた、バラスト軌道の軌道構造の設計プログラムです。本プログラムに
より、想定した軌道構造に対して、安全性や使用性の各性能を照査できます。

設計標準に基づくバラスト軌道の設計用ツール

【特徴】
 応力やひずみの大小ではなく、軌道構造に求められる性能で照査・設計します。
 軌道条件、車両・運転条件を１つの画面上で設定し、照査・設計します。
 レール・まくらぎ等の寸法や物理特性など、設計に必要な主要定数はデータ

ベース化されており、これに登録されていない部材等も任意で設定できます。

 照査対象は、「高低変位(狂い)進み」「通り変位(狂い)進み」「軌きょうの横変
形」「軌間拡大」「犬くぎの押し出し」「犬くぎの抜け上がり」の６項目です。

 軌道の対象は｢既設線｣「新設線」のどちらかを選択でき、軌間は「762mm」
「1,067mm」「1,372mm」「1,435mm」のいずれかを選択できます。

 線区種別として、「新幹線」「在来線」のどちらかを選択でき、車両種別は
「旅客」「貨物」のどちらかを選択できます。

 １つの軌道条件に対して、５種類の車両・運転条件を設定できます。
 照査結果は所定のレイアウトで印刷できます。また、テキストファイルで保存

できます。

【入力画面】

【計算結果】

ロングレールの解析
軌道技術研究部

【概要】
橋梁上や分岐器区間では温度変化に伴う橋桁の伸縮やレールの相対的な変位により、

レール軸力が付加されます。過去に構築したFEM解析手法と計算実績から得られた知見
を基にした効率的な解析システムにより、様々なケースに対応したロングレールの軸力
解析を行います。
【特徴】
 橋上ロングレールや高架橋上の分岐器介在ロングレールの解析が可能です。
 多種多様な駅構内の分岐器配置に対応可能です。
 大規模な駅構内や長大橋梁が介在する場合にも適用可能です。
 高架橋の形式や長さ等の膨大な量のデータを、汎用表計算ソフト上で効率的に入力お

よび確認することが可能です。

駅構内の解析例

橋上／分岐器介在ロングレールの軸力解析
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バラスト軌道の設計プログラム
軌道技術研究部

【概要】
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造）」に基づいた、バラスト軌道の軌道構造の設計プログラムです。本プログラムに
より、想定した軌道構造に対して、安全性や使用性の各性能を照査できます。

設計標準に基づくバラスト軌道の設計用ツール

【特徴】
 応力やひずみの大小ではなく、軌道構造に求められる性能で照査・設計します。
 軌道条件、車両・運転条件を１つの画面上で設定し、照査・設計します。
 レール・まくらぎ等の寸法や物理特性など、設計に必要な主要定数はデータ

ベース化されており、これに登録されていない部材等も任意で設定できます。

 照査対象は、「高低変位(狂い)進み」「通り変位(狂い)進み」「軌きょうの横変
形」「軌間拡大」「犬くぎの押し出し」「犬くぎの抜け上がり」の６項目です。

 軌道の対象は｢既設線｣「新設線」のどちらかを選択でき、軌間は「762mm」
「1,067mm」「1,372mm」「1,435mm」のいずれかを選択できます。

 線区種別として、「新幹線」「在来線」のどちらかを選択でき、車両種別は
「旅客」「貨物」のどちらかを選択できます。

 １つの軌道条件に対して、５種類の車両・運転条件を設定できます。
 照査結果は所定のレイアウトで印刷できます。また、テキストファイルで保存

できます。

【入力画面】

【計算結果】

ロングレールの解析
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解析を行います。
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